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《祝 ６０周年記念式典》 

 

 山形県歯科技工士会創立６０周年を記念する式典が、１０月９日(日)に山

形グランドホテルを会場に行われた。 

 上林副会長による開式の言葉の後、花等副会長により「６０年の歩み」

と題した山形県歯科技工士会の歴史が紹介された。 

 次に斉藤会長の式辞があり、「近年、若い歯科技工士の減少が続いており、

山形県民の歯科医療における安心・安全な歯科補綴装置の供給に危機感を

感じている。山形県歯科技工士会としては、この問題を重くとらえて、そ

の解決に取り組んで行かなければならない。」と述べた。 

 この後、県技工士会に貢献して頂いた、赤塚幸伸氏、最上恭子氏、太田

妙子氏に感謝状が贈られた。 

 祝辞として、日技会長代理で日技常務理事の岩澤毅氏より、「日技の役割

である厚生労働省や関係団体、国会議員の皆様に歯科医療を支える歯科技

工士の役割を訴え、歯科技工士の処遇を正当な位置に置く事を求め、新た

な歴史を刻むために山形県歯科技工士会を始めとする地域組織の支援をお

願いしたい。」 

 山形県歯科医師会会長永田秀昭氏からは「記念式典の意義とは、先人達

が築き上げてきた歴史の中から絶対にこれからも変えてはいけないものと、 

変えていかなければならないものと、時代の流れと共にひとりでに変わっ

ていくもの、それらを冷静に踏まえながら現在の方々に繋いでいくのが目

的である。 

本日の記念式典が次世代の指針となるような有意義な式典となるようご祈

念申し上げます。」 

 山形県知事代理で山形県健康福祉部医療統括監阿彦忠之氏より「より良

質な歯科医療サービスに対するニーズが高まっており、健康の増進に良質

な歯科技工物が求められております。山形県歯科技工士会の皆様には今後

も県民の皆さんに安全・安心をご提供頂けます様お願い申し上げます。」と

いう言葉を頂いた。 

 来賓紹介の後、祝電が披露され、花等副会長の閉会の挨拶、最後に出席

者全員で記念撮影が行われ、滞りなく式典が終了した。 

 

 



６０周年記念講演会 

 

『私のコミュニケーション論～笑顔の声で～』 

(有)壽屋代表取締役 横尾友栄 氏 

 

 山形県歯科技工士会６０周年

を記念して、一般公開の講演会が

開催されました。 

 講師に、元 YBC 山形放送アナ

ウンサーで、現在は東根の壽屋代

表取締役の横尾友栄さんを迎え、

『私のコミュニケーション論～

笑顔の声で～』というテーマで講

演をして頂きました。 

 YBC 入社後の新人時代に、訛りで苦労した事や、何度も会社を辞めよう

とした事、何年か仕事を続けていくうちに仕事が楽しくなってきた中、家

業を継ぐかどうかで悩んだ事、壽屋を継いでからお客様と接して感じた事、

考えた事、などの話の後、テーマの内容を４つの項目に分けて話していた

だきました。 

 １つ目の「うなずき・・・テレビとラジオではうなずき方が違うんです」

では、ラジオの時は自分の姿が見えていないので声を出しながらうなずく

が、テレビの時は姿が見えているので声を出さないでうなずく。うなずき

は、話をして頂く相手の緊張を解き、落ち着かせる・相手の言葉を引き出

しやすくする・相手の話を聞きたいという意思表示、という役割があると

いう事でした。 

 ２つ目の「ボキャブラリーを豊富にしましょう」では、自分なりの言葉

で話をして、言葉について真剣に向き合って考えることで自分の表現にも

繋がるのではないでしょうか、という事でした。 

 ３つ目は、「印象の良い話し方(笑顔で話すには)」で、顔が見えない相手

に、笑顔で話をしている事を想像させる事で良い印象を与える事が出来る。

笑顔の声で話すには、姿勢を正す・目を大きく開く・口角を上げる・視界

を広くもつ・口を大きく開けて話す、という事でした。 

 ４つ目では、「相手のペースにのせていただく話し方」という事で、相手

の話し方の特徴に合わせて、自分の話し方も変えて話す事で相手の気持ち

が安らぎ、心を開いて話していただける事になります、という事でした。 

 今回の講演は、取引先の相手と話をする時や、研修会などで講師の先生

と話をしたり、電話で話をする時などにとても役立つ話だと思いますので、

皆さんもぜひ、取り入れて活用して頂ければと感じました。この意味から

も大変、充実した講演だったと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



≪６０周年記念祝賀会≫ 

 

 ６０周年を祝う記念式典、講演会を無事終えた後、盛大に祝賀会が開か

れました。 

 上林副会長の開会の言葉ではじまり、斉藤会長の挨拶の後、山形県歯科

衛生士会副会長佐藤みどり氏よりお祝いの言葉を頂きました。 

 厚生労働大臣表彰を受けられた青山光邦氏と、日技会長表彰を受けられ

た阿部和夫氏の表彰を出席者に改めて紹介され、県技工士会より記念の日

本酒を贈られました。 

 五十嵐勇氏による乾杯の発声で祝宴に入り、６０年の間撮りためた写真

を DVD にまとめた映像を見ながら、昔懐かしい姿を肴に和やかに宴が始ま

りました。美味しい料理と共に、６０周年記念のラベルの貼られた日本酒

も振る舞われ、余興として、昔、斉藤会長もメンバーだったバンド、

『Cherry1978』の演奏があり、大いに盛り上がりました。昔話に花を咲か

せて、賑やかな雰囲気の中、宴も終盤となり、東北・新潟歯科用品商協同

組合山形県支部長太田吉彦氏による、県技工士会会員であり会に多大なる

貢献をされた、父、故太田直彦氏の思い出を交えた挨拶の後、万歳三唱が

あり、櫻井専務の挨拶で閉会となりました。 

 

 

 

 

 



〔第５８回東北ブロック山形会議開催〕 

 毎年、東北六県が持ち回りで行われている東北ブロック会議が、H２８

年１０月８日(土)に各県から代表者が集い、山形グランドホテルを会場に開

催された。 

 当番県として山形県の斉藤会長、東北ブロック長の長内隆氏の挨拶の後、

議長として上林淳氏、副議長として鈴木武氏が選出され、議事に入った。 

 今年の各県の議題としては、秋田県は「震災マニュアルについて」、岩手

県は「生涯研修について」「組織の取り組みについて」、福島県は「東北ブ

ロック青森大会の野球大会について」「中間業者について」、山形県は「組

織拡充の各県の対応策について」、そして宮城県、青森県、福島県から「歯

科技工士の G マーク導入について」が提議された。 

 それぞれの議題に対して、各県から様々な意見や、県の取り組み方、今

後の要望などがあり、活発な意見交換がなされた。特に、「G マーク導入に

ついて」は、本会議とは別に各県から代表者が選出され、G マーク導入の

ためのプロジェクト推進委員会が行われた後、本会議に提議された。今後

も代表者会議を開いて、導入を目指して積極的に活動していくこととなっ

た。熱い意見が取り交わされる中、時間切れとなり、今日話し合われた議

題を各県に持ち帰り、再考される事を約束し閉会となった。 

 ブロック会議終了後、会場を移して懇親会が催された。櫻井専務理事の

計らいで、東北の復興応援の意味合いで、震災から復興した酒蔵の日本酒

が準備され、皆、美味しい料理と共に堪能していた。普段、なかなか話を

することが出来ない他県の会員の話を聞くことが出来て、とても新鮮な気

分になれた。途中、余興などもあり、楽しい時を過ごした。 

 



《防災訓練に参加して》 

           菊池 透 (置賜地区) 

 10 月 24 日、米沢総合公園にて山形県・米沢市合同総合防災訓練が開催

され、歯科技工士会から置賜地区(大友・菊池)が参加して来ました。 

 当日は、屋外では風が強く寒い中、自衛隊、消防、警察などにより「大

雨と地震による土砂災害の救助訓練」が行われ、ドクターヘリや様々な重

機が救出、救助、搬送訓練が行われていました。技工士会のブースは室内

展示会場にあるため、残念ながら外での訓練を見る事が出来ず、サイレン

とアナウンスで雰囲気を感じるだけでした。室内では、「体験、展示コーナ

ー」となり、防災グッズやメディアのパネル展示など技工士会は、ネーム・

QR コード入り義歯の展示でした。今回、地元高校が訓練に参加していたた

め、多くの学生が義歯を手に取り興味を持って質問をし、話を聞いていき

ました。 

 警察と歯科医師会では、災害時における身元確認訓練をしていました。

初めに警察が遺体受付、検視検案を行い、身体的特徴を調べた後に、歯科

医師により口腔内による身元確認訓練になります。私たちはこの訓練には

参加しないので見学のはずでしたが、ダミーの人形が無く私と大友さん、

歯科衛生士会の方がご遺体役に。貴重な経験をしました。 

 今回の防災訓練に参加して改めて感じた事は、様々な職種の人たちが協

力しあうことで、迅速な避難、救助が行われていることです。災害時に歯

科技工士として出来る事は少ないが、ネーム入り義歯は身元確認に非常に

有効なものと感じ、もっと多くの方に周知しなければならないと強く思い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『山形健康フェアに参加』 

 

 １１月５日(土)・６日(日)に開催された山形健康フェアに山形県歯科医師

会の要請を受けて、歯科衛生士会と共に参加しました。健康というテーマ

に関連した団体や企業がブースを構えて、技工士会は歯科部門の一員とし

て参加させて頂きました。 

 歯科医師会・衛生士会では、唾液量の検査や歯周病菌の検査などを行い、

歯科技工士会は、マウスガードの展示を行いました。開場と共に大勢のお

客様が来場し、早速、各ブースで検査や体験、試食などを行っていました。

歯科ブースにも時間が経つごとに訪れる方が増えてゆき、大盛況でした。

健康フェアに訪れる方々は、健康に対してとても関心があるようで、各ブ

ースで熱心に話を聞いている姿が多数見受けられました。その中、歯科技

工士会のスペースにはあまり関心を持っていただけなかったのが大変残念

でした。今後、もう少しアピールのやり方を考えていかなければと感じな

がら終了しました。 

 

 

 

 

ご結婚おめでとうございます 

 

     佐藤美穂(旧姓 長沢)さん  ９月入籍 

         ♡ 末永くお幸せに ♡   
 

 

 

☺新しい家族が増えました☺ 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     岡崎周作さん(庄内地区) １０月生まれ 

           侑真(ゆうしん)くん・倖奈(さな)ちゃん      



H２８活動報告  ４月～１２月 

４月 

１０日 山形歯科専門学校入学式   山形県歯科医師会  斉藤 

     県技工士会常務理事会    山形市霞城公民館      

県技工士会連盟理事会    山形市霞城公民館 

     小田中錬一さん母葬儀 

１７日 あぜもと将吾氏接見 

２４日 県技工士会生涯研修(女性部)  遊学館 

５月 

１５日 県技工士会総会       山形市中央公民館 

     県技工士会連盟総会     山形市中央公民館 

     第１回全理事会       山形市中央公民館 

３１日 アビリンピックやまがた２０１６会議 山形県総合運動公園  

櫻井 

６月 

１７日 東北ブロック懇親会     海然       斉藤 

１８日 日技本会社員総会      日技会館     斉藤 

２２日 歯科保健大会会議      れんげ草     斉藤・上林 

     三会・材料商懇談会     れんげ草     斉藤・上林 

７月 

３日 第２回全理事会       山形市霞城公民館 

９月 

２５日 第３回全理事会       山形市霞城公民館 

１０月 

  ８日 東北ブロック山形会議    山形グランドホテル 

  ９日 創立６０周年記念・講演会・式典・祝賀会          

                   山形グランドホテル 

２３日 山形県・米沢市合同総合防災訓練 米沢総合公園 菊池・大友 

 ２７日 アビリンピック山形大会準備          櫻井 

 ２８日      〃     開会式         櫻井・上林 

 ２９日      〃     競技          櫻井 

 ３０日      〃     閉会式         櫻井・斉藤 

１１月 

  ５日 山形健康フェアー      ビッグウイング  上林・橋本 

  ６日    〃             〃     斉藤・武田 

 １０日 山形県歯科医師会創立１１０周年・山形歯科専門学校創立５０

周年・山形県歯科医師国民健康保険組合創立５５周年・山形歯

科医師連盟創立６０周年式典・祝賀会 

             ホテルメトロポリタン山形   斉藤 

 １３日 歯科保健大会       歯科医師会館    斉藤 

 １９日 日技連盟評議委員会議   日技会館      斉藤 

 ２７日 第２回常任理事会     山形市霞城公民館 

１２月 

 １１日 第３８回山形県歯科医師会・歯科技工士会共催学術講演会 

                     山形県歯科医師会館 

 

       ～これからの予定行事～ 

１月 

 ２１日 県歯科技工士会新年会   グランドホテル 

２月 

 ２６日 置賜地区講習会     「GC 義歯軟質裏装材」 

３月 

 １２日 中央・村山地区講習会  「白水貿易義歯軟質裏装材」 

 ２６日 技対講習会       「歯科技工所運営」 



 

       ♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒ 

☸６０周年グラフィティ☸ 

       ♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒♒ 

 

 

 

 

 

 

 


